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ボーリング柱状図
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ボーリング名 調査位置 北        緯

発  注  機  関 東        経調査期間

調 査 業 者 名 主任技師 現        場
代  理  人
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No.2(測点No.109+5.0) 36° 48’ 45.0000”

140° 01’ 09.0000”

165.18 m

12.30 m
0.00° 0.00°

栃木県大田原土木事務所 2009-02-09 ～ 2009-02-11
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163.38 1.80 1.80

玉石混じ
り砂礫
(GS-B)

162.13 1.25 3.05

粘土混じ
り砂礫
(GS-C)

160.78 1.35 4.40

粘土質粗
砂
(CSC)

152.88 7.90 12.30

粘土混じ
り砂礫
(GS-C)
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非
常
に
密
な

非
常
に
密
な

密
な

非
常
に
密
な

上部10cmは粗砂主体
以深,φ2～75mm程度の円礫および
φ100～300mm程度の玉石主体で
ある
礫間は粗砂で充填されるが,ややル
ーズである

礫はφ2～50mm程度の円,亜円礫を
主体とする
礫間は粗砂および粘土で密に充填
されている
2.6～2.8m間は粘土多く黄褐色を呈
す

全体に粘土の混入が多い
粗砂主体で固結土は高い

礫はφ2～50mm程度の円,亜円礫
,風化礫主体
礫間は粗砂および粘土で密に充填
されている
全体に固結度は高い
所々にφ100～150mm程度の玉石
が点在する
7.0～7.8m間は礫主体で粘土の混入
は少ない
8.0～8.3m間は粗砂主体で礫混じり
粗砂状呈す
全体に風化礫が多く混じる
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